
謹啓 日頃より、私の政治活動に際し、絶大なるご指導、ご鞭撻を賜り、誠にありがとうご
ざいます。

この度の第二回定例会においての一般質問では、食品ロス削減に向けた取組みとその
一環として「３０１０運動」の推奨を提案。

また、近年増加傾向にあるネットいじめの現状と対策についての質問と、ネットいじめ対策
としての匿名通報システムの導入を提案。

最後に以前から取り組ませていただいている「孫育てガイドブック」が１０月１５日の孫の日
に発行されるとの答弁をいただきました。
是非、お目通しの上、ご意見、ご要望をお待ちしております。 謹白
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Q：食品ロス削減に向けた取組みについて伺う。

A：食品ロスとは、本来はまだ食べられるにも関わらず、捨てられる食品のことを指し、家庭や飲

食店での食べ残し、食品の製造過程で出る規格外品、小売店での売れ残りなどから発生するも
のです。平成28年消費者白書によると、国内の年間食品廃棄量は2,801万トンで、このうち食品
ロスで廃棄される食品の量は年間642万トンとなっており、その半分に当たる年間312万トンは家
庭から発生したものです。今年度の新たな取り組みとしては啓発パンフレットの作成、HP等によ
る情報発信、市内飲食店を含む関係諸団体と連携し効果的な取り組みを実施していく。

Q：食品ロス削減に向けて「３０１０運動」の早期導入を要望するがいかがか。

A：「３０１０」運動については環境省も提唱しておりますので、検討し出来ることから着手する。

要望：まずは市職員への周知徹底を行い、その後商工会議所等とも連携し、市内全域へ広がる

食品ロスの削減に向けた取組み



学校で定期的に行われ
る従来の紙アンケートで
は、いじめの情報をリア
ルタイムにキャッチアップ
できない。この問題点を
解消するために「いじめ
匿名通報システム」では
契約している学校へ個別
のURLを配布。生徒たち

はいじめを発見した際に
、情報をいつでもどこでも
匿名で書き込むことがで
きます。通報は管理企業
のスタッフが常にチェック
し、早急に対処すべき案
件などを学校側へ報告。
構築から運用までを企業
側がサポートすることで、
学校側のいじめの早期
発見につなげる仕組みで
す。

Q：平成２８年度のいじめ認知件数について伺う。

A：平成28年度3回実施した、いじめアンケートにおいて、小学校
のべ3,320件、中学校のべ215件の認知件数を把握しております。

また、いじめを受けた時の主な相談相手は、担任や家族、友人
等が大多数を占めるが、その中で、誰にも相談できていないとい
う回答が、小学校では、28.4%、中学校では、34.0%という結果と
なっております。

Q：その内のネットいじめの認知件数について伺う。

A：小学校５３件、中学校のべ３５件となっており、年々増加傾向
にある。

3010運動とは、宴会時の食べ残しを
減らすための取組みです。
＜乾杯後30分間＞は席を立たずに
料理を楽しみましょう。
＜お開き10分前＞になったら、自分
の席に戻って、再度料理を楽しみま
しょう、と呼びかけて、食品ロスを削
減するものです。
是非皆様もご友人や、会社での宴会
時に取り組んでみて下さい。

「３０１０運動」とは？

Q：視認するのが困難なネットいじめへの対策として、川越市

や柏市のように匿名通報システムを早期に導入すべきと考
えるがいかがか。

A：先行導入している他市の事例を研究し、コスト面や運営
方法のメリット・デメリットを整理して、導入を検討していく。

要望：今年度システムの本格導入をする川越市では１５０万
円の予算を組んでいる。いじめの解消、未然防止を考えれ
ば決して高い金額ではない。

ネットいじめの増加の現状を鑑み、全国各地で導入を検討
している自治体も増えている。
習志野市も早期導入を。

いじめ匿名通報システムとは？
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ネットいじめについて

いじめの匿名通報システムについて

地域での市政報告会

川越市で導入されているアプリ
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